
商品先物取引の取引金額が急増しています。  

2002年度の取引金額は■195兆5，690億円。，前年  

度の149兆1，160億円を31．2％も上回二り・4年連続、  

史上最高を記録しました。、これは同年度の  

GDP′（国内総生産）約500兆円の4割にも達  

する膨大なものです。ではどのような商品が  

多く取引されたのでしょう■か。  

トゲプはイラク危棟などに揺れた石油占㌧  

117兆9，030億円と前年度より44％も増え、全  

体の60．3％を・占めました。石油が上場された  

の古塾999年のこ・とでレ年限⊥韓国王畢国、でも  

石油適才議品先物鮒．や射ッ‥ブタラ女の                     l‘′、ノ                     ー■．叩 ′′1巾◆ へ ＿ノ． t  
－．ル∴■′・ご 取引金敷巴な＼ちて掛り、、月本もわずか生年で  

■ 
長妄をせ卓吏した。 

第2位が金、白金血など貴金属。43兆9，740  

億円と前年度を34．5％上回りました。よく「有  

事の金」といわれ、世界に緊張が走ると金は  

買われますが1i2002年度も世界の緊張を映し、  

1．丁最凍＝・心丈i豆隷而  

定石通りの動きになりました。  

第3位が大豆、トウモロコシといった農産  

物で、19兆2，870億円。こちらは人気を石油、  

貴金属に奪われ、・21．4％減少しました。以下、  

軍東とざム増勢が風雅3；320俸閂uアサミ千  

々・ ウ峯厳秘■120億払農産物瀬薮が1兆醐90  予11■－、∴し‥ ・－、l－   ‘・＼   、 億再をセせなサでしゝます。1   
また、．昨年度、国際生糸で初のドル建て取  

引が行われましたが、この取引も1，119万ド  

ルありました。2002年度に新規上場された商  

品も、冷凍エビは1，880億円、ニッケルも  

1；050億円の取引がありました。ではなぜ、  

このように取引金額が増えたのでしょうか。   

最大の理由は超低金利下、、多くの投資資金  

が入ってきたことです。株式低迷で、世界的  

に「カネからモノ・へ」■の動き】が高まっており、  

商品先物取引は世界中どこでも空前の活況を  

呈しています。その流れが日本にも押し寄せ  

ているといえるでしょう。  

ま・た、当業者（＝その商品の生産、販売に  

かかわっている業者）、の参加も年々、増えて  

いることも見逃せません占特に、石油、貴金  

属に多く1入っています。同時に世界的な政情  

不安から金、石油が、米国の天候悪化で大豆、  

トゥモロコ1シなどの価格が上昇、これが売買  
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．′r一山笹告サ∴ト∵∴、∵‥∵・′†一・、・㌧ナ∴ え・そ学湛溶こりません。ご考れだ捌こイ利」を求  
める取引、リスクヘツジのための取引は今後、  

ますます増えることでしょう。  
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